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1  徳島市南常三島町 1-1 	 徳島大学総合科学部
（higuchinaoto@yahoo.co.jp）。これまでのまとめと
して、樋口（2012a, 2012b, 2012c, 2012d, 2012e, 
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兆円くらい出して。それを 1 人 1 人に日本が配
ろうという形になったらしいんですね。それも
配らんでいいお金だと思うんですけど。それを









































































部とか 300 部とか 500 部とか配る時があるんです
                                                
2 彼自身は、在特会の通常のイベントに参加するに際し
て、毎回 1 万円強の費用をかけている。 
在特会の論理（２３） 	 
 — 	 110055 	 — 	 






















































































徳島大学地域科学研究 	 第３巻 	 
 — 	 110066 	 — 	 
したいわけではないですから。 
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